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34 　　　　　　黒 ボ ク土 の 森林 の 養分制限
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し た。  イ オ ン 交 換樹 脂 を 入 れ た カ ラ ム に O 層を 乗 せ 、
現 地 で 培 養 し （2007年 8 月 〜 10月 ）、イオ ン 交換樹 脂
へ の 吸着量か ら正 味 の N 無機化 速度を求め た 。  イ ン

グ ロ ース コ ア法に よ り細根量 の測定 を行 っ た 。

【結果 ・考察 】  カ ラ マ ッ 生 葉、リタ
ー

の N ／P 比 は、
共 に A 層可給態 P 含量 と有意 な負 の 相関が あ っ た （p
＜ O．Ol）。こ の 結果か ら N ／P 比 は 土壌 の P の 肥 沃度を

反映 して い た 。   カ ラ マ ッ の NPP （幹
・

リ タ
ー

）は 、

生葉 N ／P 比 と負 の 相 関 が あ っ た （p ＜ O．05）。  カ ラ マ

ッ の P 利用効 率は P の 不足 して い る地点 で 上昇 を示 し

た （p 〈 O．Ol）。 ま た 、 白旗 山 の P 利 用効率 は、同緯度
内 の 他 の 森林 と比 べ て 、高 い 傾 向 を示 した。  以 上 の

結果か ら 、 黒 ボク土壌 に立地す る白旗山 の カ ラ マ ツ 林

は N 制限 で ある よ りも、P 制 限 で あ る 可 能性 を強 く示
唆 した 。

35 札幌市郊外落葉広葉樹林 に お ける細根生 産量 の 推定
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【目 的】森林生 態系の 炭素動 態 を 明ら か に する た め に

は地 上 部 に 比 べ て 未解 明 な点が 多 い 地 下 部 の 炭 素動
態、中 で も ターン オ ーバ ーの 大 きい 細根 の 動態を明 ら

か に す る必 要があ る 。 そ こ で 地 上部 の 炭 素動態調査 を

お こ な っ て い る森林総研北海道支所構内実験林 に お い

て 、細根動態 の 調査、細根生産 量 の 推定をお こ な っ た 。
【方法 】札 幌市南東郊外に位置す る 札 幌森 林気象 試験

地 内 で 調査 を お こ な っ た 。本試験 地 は ミ ズ ナ ラ、ハ リ

ギ リ が優 占 し、林床 に は クマ イザサ、チ シ マ ザサが繁

茂する落葉広葉樹天 然性二 次林 （約 90 年生）。 土 壌型
は 火 山放 出物 を母材 と す る 適潤 製黒色土 お よ び適潤 セ

褐色森林 土 で ある 。 細根 の 生産量 は連続 コ ア サ ン プ リ
ン グ 法 に よ っ て 推 定 した 。 2005 年 5 〜 2006 年 10 月

の 無積 雪期 間 に 毎 月 1 回 、 深 さ 0−10、IO −20、20 −30、
30−40cm の 土 壌を採土 オ ーガ ー （内径 8cm ）で 6 反復
採 取 し、それ ら土壌サ ン プ ル か ら細根 （直径 0−2mm ）

を実験 室 で 分離、採取 し た 。さ ら に採取 し た 細 根を 目

視 に て 生根 と枯死根に 分 け、そ れ ぞ れ 70℃ で 2 日 間乾
燥 した 後、重量 を測 定 した 。 こ れ ら生根 と枯 死根 の 現

存量 の 経時変化か ら細根 の 生産量 ・枯死 量 ・
消失量 を

Balancing　transfers法 （Fairley＆ Alexander、1985）に よっ

て推定 した 。

【結果 ・考察】深さ 40cm まで の 生根お よ び枯死根 の 現

存量 は それぞれ 3．8、 1．7　Mg 　ha
’i

（全期間 の 平均値）で

あ っ た 。生 根 の 現存量 は 2005、2006 年 と も春 と 秋 に

2 度増加 す る 季節変 化を示 し、枯死根 の 現 存量 は 2005

年の 夏か ら 2006 年 の 融雪期 にか け て 徐 々 に増 加 し、
2006 年 の 展葉前 に

一
時的 に 低 下 した 。細根 の 生 産 量 は

展 葉期 と落葉 前、枯死量 は盛夏期 と落葉後 に ピ ーク が

見 られ、細根 の 動態は 地上部 の フ ェ ノ ロ ジ ー
の 影響を

受け て い る こ と が示唆 された 。 2005 年度 の 細根 の 年間

積算生産量は 3．8Mg 　ha
−i

と見積もら れ 、 こ の 値は落葉

に よる地上部 リ タ
ー

フ ォ
ー

ル に 匹敵す る 値 で あ っ た。

36 　　 東 シ ベ リア ・タ イガ 生 態系林 床 に お け る 窒素 固定 能 の 定 量 的評 価

　　　○小 出隆広
1 ・　Pavel　Fedorov2 　・　R．oman 　Desyatkin2　・Trofim 　Maximov2 　一橋床泰之

L ・波多野隆介
’

1
北海道大学農学研究院

・21nstitUte
　for　Biological　Problems　ofCryolithozone

，
　Russian　Academy 　of 　Science

【目的】高緯度地方 の 森林 は 可給態窒素の 外部 か らの

供給量 に よ っ て そ の 活動が 制限 さ れ て い る と言わ れ て

い る 。 本研 究 で はそ の 窒素流入 の
一

部 を担 う窒素 固定

を灘定 し、それ に影響を与え る 要因を検討 し た 。

【方法】2008 年 8 月、ロ シ ァ ・ヤ ク ー
ッ ク （62

°N ，129°

E）近郊 の 非攪乱 、 冠 水 し た 、 火災 か ら の 年数 の 異 な

る、お よ び択 伐 さ れ た カ ラ マ ッ 林か ら 6 箇所選 び、0
層 、 鉱質土層 （0−10cm ）の 窒素固定速度 を ア セ チ レ ン 還

元法に よ っ て 測定 し た 。 水分や硫黄が窒素固定速度を
制限 して い る か 調 べ る ため 、試料 に は 無処理、水添加 、
硫黄化合物水溶液 （（CH3 ）2SO

−S　I　OOOO　ppm ，
　pH 　5．0）添加

の 3 処理 を行 っ た。水お よび水溶液の 添加量は 、 土 壌
水分 や 土層 に 応 じて 15−517ml 　kgsoi1

−1
と し た。上 記の

6 地点か ら 184年生 の 非攪乱林 1 箇所 を選 び 、 10−40cm
深の 鉱 質土層、地衣類 の 窒素固定速度を測定 し た 。 ま

た 降水 に よ っ て 生 態 系 に もた らされ る 窒 素量 を測 定

し、そ れ ぞ れ が 生態系へ の 窒素流 入 に寄与す る 割合を

求 め た。各土壌試料 は水 ・KCI 抽 出を行 い 、　 pH 、水溶

性 イ オ ン 等を測定した 。

【結 果 ・考察】0 層 の 窒 素 固定速 度 は 多雨 に よ り冠 水
し た 生態系で 980pgN 　m

’2
　h
’L

と最 も大きく、火災後 60

年林で 一5　pgN 　m
’2
　h”

と最 も小 さな値を示 した 。
　 A 層 に

つ い て は全体 的 に 0 層 の 窒素 固定速度 よ りも小 さ い 傾

向を示 し た 。 どの 試料 と も処 理 に よ る 窒素 固定速度 の

活性化 は見 られなか っ た 。 非攪乱 カ ラ マ ツ 林 に お ける

0 層、鉱 質土層 （0−10cm ）、地 衣類 の 窒素 固定速度 はそ

れ ぞ れ 117、35、0 μgNn12 『 と な り、0 層 で 特 に 大 きか っ

た 。 そ れ以深 で は い ずれ も負の 値 を示 し た 。 こ の 地点
で 土壌 の 非凍結期間中 に窒素固定が

一定速 度 で 行 われ

て い る と す る と 、 窒素固定量は 3．7　kgN 　ha”

　yr
’t

と な り、

こ れ は本 調査地 へ の 窒素流入 量 の 69 ％ を占め て い た。
重回帰分析に よ り 、 0 層の 窒素固定速度 は pH が高 く、
樹齢が 大 き く、土性が粗 い 地点で 大 きい 傾向が あ っ た 。
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